
（１）２０２４年（令和６年）３月２５日（月）　新　郷　新　聞　　　  第３４５号

　題字 墨花舎 
　　 石川水碧（ みどり )
  発行　新郷新聞社

電話　048-284-5779
編集長　小堀　勝一　

発　行　協　力

赤井町会　 　江戸袋町会
本蓮町会 　　榛松町会
新堀町会 　　東本郷台町会
東本郷南町会　峯町会
大東町会 　　前野宿町会
創刊　1995 年（ 平成 7 年） 7 月
発行部数 15,000 部　毎月 月末

赤
井
の
渡
部
さ
ん
１
０
２
歳

　

感
動
の
出
会
い
が
‼

　 写真左から奥の木市長、渡部さん、鈴木さん。

新
郷
東
部
公
園
視
察

E-mail a_asku@askuraidoboku.co.jp

〒334-0056

赤
井
在
住
の
渡わ
た
な
べ部

猛た
け
しさ

ん（
１
０
２
歳
）は
、

２
階
建
て
の
住
ま
い
の

屋
根
に
上
り
、
修
理
に

挑
む
元
気
な
方（
写
真
）。

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
情

熱
は
素
晴
ら
し
い
で
す
。

ま
た
、
現
在
で
も
英

語
の
翻
訳
も
さ
れ
て
お

ら
れ
、
多
彩
な
才
能
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。　

幼
少
期
は
テ
レ
ビ
小

説
「
お
し
ん
」
さ
な
が

ら
の
苦
労
を
さ
れ
た
と

お
っ
し
ゃ
る
。

小
学
校
時
代
は
、
世

界
恐
慌
で
父
は
海
外
へ

出
稼
ぎ
の
為
、
米
俵
を

担
ぎ
、
田
圃
を
唸
っ
た

り
、
野
良
仕
事
等
で
腕

が
レ
ン
コ
ン
の
よ
う
に

な
っ
た
。
学
校
に
行
っ

て
い
る
間
は
オ
ア
シ
ス

で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
旧
制
中
学
校

（
現
高
等
学
校
）
に
通
っ

て
い
た
先
輩
か
ら
、
中

学
の
勉
強
を
教
わ
り
理

解
さ
れ
早
稲
田
講
義
録

も
読
み
干
さ
れ
た
と
。

学
問
が
大
好
き
で
、

建
築
の
仕
事
を
学
ん
だ

り
、
医
学
の
こ
と
も
学

び
、
現
在
の
東
中
学
校

の
草
分
け
時
か
ら
、
英

語
の
先
生
を
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。

家
中
に
英
語
・
医
学
・

建
築
・
ギ
リ
シ
ャ
哲
学

等
多
岐
に
わ
た
る
本
が

山
積
さ
れ
て
い
ま
す
。

生
ま
れ
は
、
福
島

県
。
趣
味
は
少
年
時
代

か
ら
学
問
を
学
ぶ
こ
と
。

特
に
数
学
は
お
も
ち
ゃ

だ
っ
た
と
微
笑
ま
れ
た
。

資
格
は
、
教
員
免
許
。

長
寿
の
秘
訣
は
、
よ
く

動
き
出
来
る
限
り
色
々

な
所
に
出
向
く
事
。
小

さ
い
時
か
ら
日
曜
は
な

か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
の
人
生
で
目
標

や
夢
を
お
聞
き
す
る
と

「
自
伝
を
書
く
こ
と
を
勧

め
ら
れ
て
い
る
の
で
、

腰
を
上
げ
る
か
考
慮
中

で
す
。」
若
い
世
代
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
「
学
問

の
面
白
さ
と
、
為
に
な

る
こ
と
に
夢
中
に
な
る

こ
と
」
と
話
さ
れ
ま
し

た
。
更
に　

プ
ロ
の
よ

う
な
腕
前
の
仕
事
。
東

中
学
校
当
時
、
市
の
古

い
校
舎
を
管
理
し
な
が

ら
住
ん
で
い
ま
し
た
が
、

わ
か
ゆ
り
学
園
建
設
の

た
め
、
当
時
の
市
の
建

築
課
長
が
「
自
分
で
家

を
建
て
て
は
ど
う
か
。

沢
山
の
建
築
関
係
の
本

を
所
有
し
て
勉
強
し
て

い
る
で
し
ょ
う
」
と
言

う
勧
め
に
、
英
語
の
通

訳
の
中
で
建
築
文
化
の

分
野
が
あ
り
、
趣
味
を

生
か
し
、
専
門
家
も
見

張
る
ほ
ど
の
家
を
建
て

ら
れ
た
。「
東
中
学
校
の

教
員
時
代
の
思
い
出
は

沢
山
あ
り
ま
す
が
、
今

回
教
え
子
の
鈴
木
歳
男

さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
っ

た
こ
と
は
本
当
に
有
難

い
で
す
。
あ
ま
り
の
驚

き
に
瞬
間
足
踏
み
す
る

感
じ
で
あ
り
『
萬
感
胸

を
打
つ
』
と
は
、
こ
う

い
う
時
か
と
実
感
し
ま

し
た
」
と
語
ら
れ
た
。

２
月
６
日
、
新
郷
地

区
連
合
町
会
長
と
、
新

郷
東
部
地
区
治
水
事
業

推
進
協
議
会
代
表
の
、

新
堀
町
会
長
大
場
茂
樹

さ
ん
は
県
庁
に
赴
き
、

立
石
泰
広
県
議
会
議
長

に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

内
容
は
、「
新
郷
東

部
公
園
多
目
的
遊
水
地

内
の
A
池
、
B
池
の
水

量
の
減
少
改
善
、
故
障

し
て
稼
働
し
て
い
な
い

水
質
浄
化
装
置
６
ヶ
所

全
て
の
修
繕
を
。
修
景

池
内
の
堆
積
が
著
し
い

土
砂
の
浚
渫
工
事
。
さ

ら
に
水
質
保
持
の
た
め
、

地
下
水
を
汲
み
上
げ
る

井
戸
を
掘
削
し
て
ほ
し

い
」
と
要
望
し
た
。

右
の
要
望
書
の
件
で　

３
月
５
日
、
立
石
泰
広

県
議
会
議
長
に
よ
る
、

新
郷
東
部
公
園
の
現
地

視
察
が
行
わ
れ
た
。

（
写
真
左
）。

先
月
要
望
書
を
提
出

し
た
多
目
的
遊
水
地
内

の
A
池
B
池
等
の
箇
所

は
、
県
と
市
の
共
同
事

業
地
で
あ
り
、「
ま
ず
現

地
で
連
携
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
」
と
さ

れ
、
な
ん
と
１
ヶ
月
内

に
実
行
さ
れ
た
。

飯
塚
孝
行
市
議
は

「
地
元
市
議
、
町
会
長
、

関
係
各
位
の
大
勢
が
同

席
さ
れ
、
県
担
当
者
は
、

立
石
議
長
の
強
い
要
望

で
、
Ａ
池
の
浚
渫
（
土

や
砂
利
等
除
去
）
を
す

る
事
と
な
り
、
池
の
水

質
改
善
が
な
さ
れ
る
と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
」

と
。写

真
は
立
石
泰
広
県

議
提
供
。

２
月
17
日
、
鈴
木
歳

男
さ
ん
（
89
歳
）
は
、

恩
師
の
渡
部
先
生
と
73

年
振
り
に
お
会
い
し
た
。

奥
ノ
木
信
夫
市
長
も

１
０
２
歳
の
お
祝
い
に

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
り
、　

「
１
０
２
歳
で
心
身

と
も
に
は
っ
き
り
さ
れ

て
い
て
び
っ
く
り
で
す
。

男
性
が
元
気
で
１
０
０

歳
を
超
せ
る
の
は
女
性

が
面
倒
を
見
て
い
る
か

ら
で
す
よ
ね
。
娘
さ
ん

に
恵
ま
れ
た
こ
と
が
長

生
き
の
秘
訣
で
す
ね
」

と
感
激
さ
れ
た
。

鈴
木
さ
ん
は
「
先
生

が
１
０
２
歳
と
は
思
え

な
い
元
気
さ
で
、
74
年

前
の
東
中
学
校
で
の
野

球
部
の
事
、
卒
業
前
の

英
語
劇
の
事
等
を
し
っ

か
り
覚
え
て
い
て
く
だ

さ
り
、
嬉
し
さ
の
あ
ま

り
、
年
甲
斐
も
な
く
涙

が
止
ま
り
ま
せ
ん
で
し

た
」
と
話
さ
れ
た
。

市
長
も

長
生
き
に
感
激
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令
和
６
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
　
武
南
交
通
安
全
協
会
　
　「
電
話
番
号
が
変
わ
っ
た
」　 

川
口
市
防
犯
協
会

峯
の
宝
亀
園

教
育
委
員
会
・
社
協
に
寄
付

峯
町
会
ふ
れ
あ
い
歩
き
大
会

　赤井グランドゴルフ（会長＝相馬晃重さん）は 12 月１９・２０日、１泊２日
で千葉県白子温泉ホテルニューカネイに親睦旅行を行った。１日目に第９回競技
大会を開催した。結果は次の通り。優勝＝稲垣敏雄さん、準優勝＝大栁祐一さん、
３位＝相馬晃重さん、４位＝浅利常男さん、５位＝星野和子さん。（敬称略）

　

３
月
５
日
、
峯
町
会

（
町
会
長
＝
遠
藤
太
嘉
志

さ
ん
）
は
、
４
年
振
り

に
「
ふ
れ
あ
い
歩
き
大

会
」
を
開
催
し
た
。

水
辺
と
木
々
の
緑
に

彩
ら
れ
た
自
然
豊
か
な

公
園
イ
イ
ナ
パ
ー
ク
川

口
（
赤
山
歴
史
自
然
公

園
）
ま
で
往
復
約
15
㎞

を
30
人
が
歩
い
た
。

公
園
に
到
着
後
、
町

会
で
用
意
さ
れ
た
弁
当
・

お
茶
・
果
物
等
で　

昼

食
を
摂
り
、
帰
り
道
に

備
え
た
。

公
園
か
ら
会
館
に
帰

る
途
中
、
美
し
い
景
色

や
街
の
雰
囲
気
を
楽
し

み
な
が
ら
、
１
日
の
余

韻
に
浸
る
こ
と
が
で
き

た
で
し
ょ
う
。

写
真
は
園
内
に
あ
る

川
口
市
の
歴
史
や
産
業

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
歴
史
自
然
資
料

館
内
で
撮
影
。
前
列
中

央
が
遠
藤
町
会
長
。

　

川
口
市
峯
の(

有)

宝

亀
園
（
代
表
＝
小
野
寺

勉
さ
ん
）は
、本
年
度
も
、

社
会
福
祉
協
議
会
と
教

育
施
設
整
備
基
金
に
寄

付
さ
れ
る
た
め
、
２
月

16
日
、
宝
亀
園
会
長
の

小
野
寺
孝
行
さ
ん
が
飯

塚
孝
行
市
議
と
市
長
室

を
訪
ね
た
。

奥
ノ
木
市
長
か
ら
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

「
平
素
か
ら
教
育
に

深
い
ご
理
解
を
寄
せ
ら

れ
、
社
共
に
も
心
配
り

を
頂
き
、
感
謝
申
し
あ

げ
ま
す
」
と
。

飯
塚
市
議
は
「
本
年

度
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
心
よ
り
お
礼

申
し
あ
げ
ま
す
」
と
。

　

写
真
左
か
ら
、
飯
塚

市
議
、
奥
ノ
木
市
長
、

小
野
寺
さ
ん
。

日
本
維
新
の
会
、
高

橋
英
明
衆
議
院
議
員
は

２
月
24
日
、
新
郷
南
公

民
館
に
於
い
て
、「
川
口

の
未
来
を
考
え
る
会
・

そ
れ
ヒ
デ
さ
ん
に
聞
い

て
み
よ
う
」
と
題
し
て
、

新
郷
地
区
で
２
度
目
の

国
政
報
告
会
を
開
催
し

た
。ま

ず
、
池
田
け
い
市

議
会
議
員
が
「
政
治
家

の
身
を
切
る
改
革
、
能

登
半
島
へ
の
支
援
、
ク

ル
ド
人
問
題
、
美
術
館

は
必
要
な
い
」
な
ど
を

報
告
さ
れ
た
。

次
い
で
，
高
橋
議
員

が
、「
能
登
半
島
へ
も
っ

と
手
厚
く
す
る
支
援
策

は
な
い
か
、
川
口
市
に

お
い
て
も
出
来
る
こ
と

を
一
歩
ず
つ
、
地
域
を

回
り
な
が
ら
確
実
に
有

権
者
の
声
を
国
政
に
反

映
致
し
ま
す
。

政
治
家
の
身
を
切
る

改
革
、
次
世
代
へ
の
投

資
、
地
方
政
治
の
改
革

の
積
み
重
ね
、
自
民
党

の
対
立
軸
及
び
投
票
の

受
け
皿
と
な
り
得
る
現

実
的
な
政
党
と
し
て
、

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
」

と
。ま

た
、
新
郷
の
イ
ン

フ
ラ
の
遅
れ
、
交
通
の

不
便
、
舎
人
ラ
イ
ナ
ー

の
延
伸
は
な
い
等
を
論

じ
た
。写真

左
か
ら
、
高
橋

代
議
士
、
池
田
市
議
。

船
津
市
議

市
政
報
告
会

　

開
会
前
に
、
ピ
ア
ニ

ス
ト
の
南
雲
彩
さ
ん

と
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

の
金
刺
美
穂
さ
ん
が　
　
　
　
　

「
春
の
声
」
等
３
曲
を
披

露
し
た
。

　

奥
ノ
木
信
夫
市
長

赤井グランドゴルフ親睦旅行

新
郷
南
公
民
館
で

　　　
高
橋
英
明
国
政
報
告
会

　

２
月
18
日
、
大
東
町

会
（
町
会
長
＝
長
谷
部

秋
仁
さ
ん
）
は
、
町
会

会
館
で
自
首
防
災
部
主

催
に
よ
る
「
救
命
救
護

講
習
会
」
を
開
催
し
た
。

東
消
防
署
新
郷
分
署

よ
り
、
門
馬
武
彦
署
長

の
挨
拶
を
頂
き
、
消
防

隊
の
粟
飯
原
啓
之
さ
ん
、

福
島
法
行
さ
ん
、
大
石

昌
男
さ
ん
、
林
竜
琉
さ

ん
、
救
急
隊
の
淺
野
海

乃
助
さ
ん
が
指
導
に
当

た
っ
た
。

心
肺
蘇
生
法
・AED

取
り
扱
い
訓
練
・
救
護

訓
練
を
３
時
間
行
っ
た
。

長
谷
部
町
会
長
は

「
災
害
や
事
故
な
ど
で
、

必
ず
必
要
に
な
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
毎
年
10

名
位
講
習
を
受
け
て
い

ま
す
。
普
通
救
命
講
習

修
了
証
が
取
得
で
き
ま

す
」
と
。

写
真
後
列
は
消
防
署

の
皆
さ
ん
。

大東町会防災訓練
　

２
月
25
日
鳩
ケ
谷
駅

ダ
ブ
に
て
、
船
津
由
徳

市
議
会
議
員
の
市
政
報

告
会
が
開
催
さ
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
「
３
期
目
の
若　
　
　
　
　

き
議
員
、
頼
ん
だ
こ
と

を
し
っ
か
り
や
っ
て
く

れ
る
人
、
議
長
の
職
も

回
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
」

と
激
励
し
た
。

　

立
石
泰
広
県
議
会
議

長
は
「
市
民
の
陳
情
が

一
番
多
い
人
、
川
口
市

に
必
要
な
人
で
す
」
と
。

　

永
瀬
秀
樹
県
議
は

「
多
々
の
要
望
に
対
し
て

県
と
市
は
関
連
が
あ
る
、

共
に
頑
張
ろ
う
」
と
。　
　

　

新
藤
義
孝
大
臣
秘
書

の
飯
嶋
頼
康
さ
ん
が

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
、

そ
の
他
大
勢
の
方
が
激

励
し
た
。

　

船
津
市
議
は
「
ご
支

援
い
た
だ
き
10
年
目
、

期
待
に
責
任
重
大
、
市

政
に
し
っ
か
り
届
け
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

今
後
も
初
心
を
忘
れ
ず
、

生
活
課
題
と
向
き
合
い

な
が
ら
、
市
政
発
展
、

市
民
生
活
の
向
上
に
引

き
続
き
尽
力
し
て
参
り

ま
す
」
と
熱
く
語
っ
た
。

　

写
真
左
か
ら
、
青
年

部
部
長
の
小
山
昌
義
さ

ん
、
金
刺
さ
ん
、
船
津

さ
ん
、
南
雲
さ
ん
、
永

瀬
さ
ん
、
飯
島
さ
ん
。
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わ
た
る
ま
え
　
わ
す
れ
ず
か
く
に
ん
　
み
ぎ
ひ
だ
り
　
武
南
警
察
署
　
　
　
　
と
い
う
電
話
は
詐
欺
　
　
　
武
南
警
察
署

歯
科
医
の
風

２
月
の
中
頃
、
あ
る
団

体
グ
ル-

プ
の
日
帰
り
の
バ

ス
旅
行
の
あ
と
、
初
め
て
コ

ロ
ナ
に
か
か
る
と
い
う
を
体

験
を
し
ま
し
た
。
他
の
乗
客

も
２
～
３
人
か
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

私
の
場
合
、
バ
ス
旅
行
と

診
療
の
忙
し
さ
が
重
な
り
休

む
暇
が
な
く
て
体
力
が
落

ち
、
免
疫
力
が
低
下
し
て
弱

い
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
も
打

ち
勝
て
な
か
っ
た
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

２
～
３
日
続
い
た
39
度
以

上
の
発
熱
は
コ
ロ
ナ
特
有
で

あ
り
、
い
つ
も
は
薬
を
飲
ま

な
い
の
で
す
が
、
熱
に
よ
る

障
害
が
出
な
い
よ
う
に
カ
ロ

ナ
ー
ル
を
服
用
し
て
熱
を
下

げ
、
あ
と
は
、
動
け
る
よ
う

に
な
る
ま
で
寝
て
い
る
の

み
。

　

１
人
暮
ら
し
な
の
で
、

時
々
娘
が
来
て
く
れ
て
水
分

や
栄
養
補
給
用
の
食
材
を
置

い
て
く
れ
ま
し
た
。
４
日
後

に
、
医
療
機
関
の
感
染
外
来

を
予
約
、
診
断
の
結
果
コ
ロ

ナ
陽
性
で
し
た
。

　

約
１
週
間
の
自
宅
待
機
と

ウ
イ
ル
ス
に
効
く
薬
を
処
方

さ
れ
ま
し
た
が
、
医
師
に
よ

れ
ば
飲
ん
で
も
飲
ま
な
く
て

も
治
る
期
間
は
同
じ
と
い
う

事
で
、
抗
ウ
イ
ル
ス
薬
は
ゴ

ミ
箱
に
直
行
で
す
。

高
熱
が
２
～
３
日
続
い
た
の

で
、
発
熱
に
よ
る
後
遺
症
が

気
に
な
り
ま
し
た
。
や
は

り
、
味
覚
障
害
が
出
て
、
味

の
き
つ
め
な
カ
レ
ー
、
キ
ム

チ
な
ど
を
好
ん
で
食
べ
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
限
ら

ず
、
人
に
と
っ
て
有
害
な
ウ

イ
ル
ス
や
細
菌
は
、
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
潜
ん
で

い
る
の
で
、
い
つ
で
も
そ
れ

ら
に
よ
る
病
気
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
、
一
旦
病
気
に

な
っ
て
し
ま
う
と
私
は
味
覚

障
害
が
出
た
だ
け
で
済
み
ま

し
た
が
、
心
臓
や
そ
の
他
の

臓
器
も
障
害
が
出
る
可
能
性

が
あ
り
、
寿
命
を
縮
め
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

な
の
で
、
普
段
か
ら
体
力

を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
無
理

を
し
な
い
で
、
病
気
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
い

う
事
が
今
回
の
反
省
で
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）      

　
　

院
長　

岩
下　

一
三 

　

川
口
市
農
家
組
合
連

絡
協
議
会
主
催
、
埼
玉

県
・
川
口
市
後
援
に
よ

る
、
春
を
告
げ
る
「
第

63
回
川
口
市
花
の
文
化

展
」
が
イ
オ
ン
モ
ー
ル

川
口
前
川
の
サ
イ
ボ
ー

ホ
ー
ル
で
３
月
２
日
・

３
日
、
開
催
さ
れ
た
。

　

川
口
市
内
で
生
産
さ

れ
た
、
花
き
共
進
会
出

品
物
の
展
示
、
花
き
の

即
売
、
生
け
花
の
展
示
、

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
の
展
示
・
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
川
口
の
農
業
ブ

ラ
ン
ド
PR
コ
ー
ナ
ー
等
。

　

花
の
文
化
展
を
通
じ

て
春
の
訪
れ
を
祝
う
素

敵
な
イ
ベ
ン
ト
で
、
多

く
の
人
々
が
楽
し
ん
で

い
た
。

　

写
真
、
後
ろ
の
作
品

は
川
口
市
華
道
連
盟
の

協
力
で
作
成
さ
れ
た
。

　

川
口
市
内
で
生
産
さ

れ
た
枝
も
の
サ
ク
ラ
・

ボ
ケ
・
サ
ン
シ
ュ
ユ
な

ど
を
主
体
に
し
た
見
事

１
月
27
日
、「
拉
致

問
題
を
考
え
る
川
口
の

春
を
告
げ
る
花
の
文
化
展

拉致問題を考える川口の集い

集
い
」
が
フ
レ
ン
デ
ィ

ア
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

奥
ノ
木
市
長
の
挨
拶

後
、
北
朝
鮮
に
拉
致
さ

れ
平
成
14
年
に
帰
国
さ

れ
た
曽
我
ひ
と
み
様
が
、

拉
致
の
悲
惨
さ
を
語
り
、

３
０
０
名
余
り
の
聴
衆

が
聞
き
入
り
ま
し
た
。　
　

次
に
本
市
拉
致
被
害

者
田
口
八
重
子
様
の
長

男
で
あ
る
飯
塚
紘
一
郎

様
が
、「
母
の
１
日
も
早

い
帰
国
を
」
と
訴
え
ら

れ
ま
し
た
。

結
び
に
「
川
口
の
会
」

代
表
の
前
原
博
孝
が
、

「
拉
致
被
害
者
家
族
が
高

齢
化
す
る
中
、
一
刻
も

早
い
拉
致
被
害
者
の
帰

国
の
た
め
、
署
名
等
に

よ
る
市
民
の
皆
様
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

読
者
の
皆
様
に
も
拉
致

問
題
を
ご
自
身
の
事
と

考
え
、
解
決
へ
の
ご
支

援
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。」と
訴
え
、

閉
会
し
ま
し
た
。

文
・
写
真
＝
前
原
博
孝

さ
ん
提
供
。

　写真左から、松本議長、前原博孝、曽我ひとみさん、奥の木信
夫市長、立石泰広県議。

　写真左から小宮山さん、幡野さん、照山さん、永瀬さん、七瀬さん、
菊地さん。

な
作
品
で
あ
っ
た
。

　

永
瀬
秀
樹
県
議
、
幡

野
茂
市
議
、
新
藤
義
孝

衆
議
院
議
員
秘
書
の
菊

地
博
さ
ん
、
新
郷
の
文

化
を
考
え
る
会
代
表
の

照
山
悦
子
さ
ん
、
居
酒

屋
「
も
み
じ
」
の
七
瀬

怜
子
さ
ん
、
奥
の
木
信

夫
市
長
の
小
宮
山
祐
紀

特
別
秘
書
等
が
観
賞
し

ま
し
た
。

新
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

新
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
「
第

71
回
演
奏
会
」
が
、
鳩

ケ
谷
公
民
館
で
開
催
さ

れ
た
。オー

プ
ニ
ン
グ
は
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
／
弦

楽
四
重
奏
曲
第
９
番
ハ

長
調
作
品
59-

３
。
次

い
で
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

／
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
五
重

奏
曲
イ
長
調
K
５
８
１

夏
の
メ
ド
レ
ー
。
３
曲

目
は
、「
ア
イ
ネ
ク
ラ
イ

ネ
ナ
ハ
ト
ム
ジ
ー
ク
」

さ
ら
に
ソ
プ
ラ
ノ
の
金

刺
美
穂
さ
ん
が
、
ア
レ

ル
ヤ
、ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
。

ア
ン
コ
ー
ル
は
「
い

の
ち
の
歌
」。
出
演
者
全

員
で
心
ひ
と
つ
に
演
奏

を
届
け
た
。

永
瀬
秀
樹
県
議
も
拝

聴
さ
れ
た
。

出
演
者
▽
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
１
：
津
留
崎
護
・

細
渕
和
香
奈
・
市
村
直

美
▽
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
２
：

小
堀
直
樹
・
野
本
香
菜

▽
ヴ
ィ
オ
ラ
：
桑
原
知

巳
・
野
本
香
織
▽
チ
ェ

ロ
：
渡
辺
崇
靖
・
岡
田

朋
也
▽
ク
ラ
イ
ネ
ッ
ト
：

人
見
剛
。（
敬
称
略
）。

　写真前列左から市村さん、野本さん、金刺さん、細渕さん、野本さん。
後列、永瀬秀樹県議、小堀さん、桑原さん、人見剛さん、津留崎さん、渡邊さん、岡田さん。
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大
正
製
薬
で
「alli

」
内

臓
脂
肪
減
少
を
発
売
。

　

ア
ラ
イ
は
脂
肪
吸
収
阻

害
作
用
を
も
つ
オ
ル
リ
ス

タ
ッ
ト
を
有
効
成
分
と
し

た
薬
剤
で
、
腹
部
が
太
め

な
方
の
、
内
臓
脂
肪
お
よ

び
腹
囲
の
減
少
の
効
能
が

あ
り
ま
す
。

　

オ
ル
リ
ス
タ
ッ
ト
は

１
２
０
㎎
カ
プ
セ
ル

が
医
療
用
薬
品
と
し
て

１
９
９
７
年
に
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
で
初
め
て
承
認
さ

れ
、
１
０
０
ヶ
国
以
上
で

承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
用
薬
品
の
半
分
の

容
量
で
あ
る
60
㎎
カ
プ
セ

ル
が
、
一
般
用
医
薬
品

（
販
売
名
＝alli

）
と
し
て

２
０
０
７
年
米
国
で
初
め

て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
欧
州
を
中
心

に
70
ヶ
国
以
上
で
承
認
さ

れ
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（316)

　

日
本
で
は
、
２
０
２
４

年
４
月
８
日
に
発
売
予
定

で
す
。

　

当
店
も
取
り
扱
い
を
申

し
込
み
ま
し
た
が
、
取
り

扱
う
前
に
、
研
修
シ
ス
テ

ム
に
参
加
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
購
入
希
望
者
の

生
活
習
慣
改
善
の
努
力
、

運
動
の
取
り
組
み
方
な

ど
、
条
件
が
あ
り
ま
す
。　

　

４
月
８
日
発
売
に
は
、

と
て
も
間
に
合
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
　

保
険
薬
剤
師　

　
　
　
　

中
山
久
仁
夫

内
臓
脂
肪
減
少
？

あ
と
が
き

　

今
月
も
沢
山
の
ご
協
力

に
よ
り
発
行
出
来
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

Ｐ
１
頁
の
記
事
、
渡
部

猛
さ
ん
（
１
０
２
歳
）
と

私
（
編
集
主
幹
）
と
の
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

渡
部
さ
ん
も
芸
能
レ

ポ
ー
タ
ー
梨
元
勝
さ
ん

（
２
０
１
０
年
５
月
、
65
歳

没
）
と
、
あ
る
テ
レ
ビ
局

の
番
組
に
出
演
さ
れ
た
時
、

梨
元
さ
ん
と
お
会
い
し
、

そ
の
後
、
交
流
が
続
い
た

そ
う
で
す
。

　
「
私
も
一
時
テ
レ
ビ
の
仕

事
で
梨
元
さ
ん
と
一
緒
に

取
材
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
た
ま
に
は
食
事

し
た
り
お
酒
を
飲
ん
で
い

ま
し
た
。」

　

こ
の
話
を
し
た
ら
、
渡

部
さ
ん
は
感
動
し
て
話
が

弾
み
ま
し
た
。

　

梨
元
さ
ん
に
は
新
郷
新

聞
創
刊
祝
賀
会（
１
９
９
５

年
７
月
）
と
、
５
周
年
記

念
祝
賀
会
で
司
会
を
し
て

頂
き
ま
し
た
。

☎

はなわさんを迎え法人会イベント東
本
郷
小
で
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
贈
呈
式

　

２
月
15
日
、
第
53
回

新
郷
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
（
会
長
＝

渡
辺
智
之
さ
ん
）
が
新

郷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
た
。

男
女
合
わ
せ
て
１
１
１

名
が
参
加
し
た
。

　

結
果
は
次
の
通
り
。

★
男
子
◇
優
勝
＝
根
本

敏
男
（
本
蓮
）、
◇
準
優

勝
＝
三
井
宏
次
郎
（
赤

　

２
月
16
日
、
新
郷
小

学
校
（
校
長
＝
萩
原
美

樹
さ
ん
）
は
１
５
０
周

年
記
念
事
業
の
一
環
と

し
て
、
46
年
前
に
デ

ビ
ュ
ー
し
た
４
人
組
の

３
人
が
同
校
出
身
の
、

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
「
サ
ー
カ
ス
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
し
た
。

　

新
郷
小
１
５
０
周
年

記
念
ソ
ン
グ
「
い
っ
ぱ

い
！
い
っ
ぱ
い
！
新
郷

小
」
の
作
詞
・
作
曲
を

さ
れ
、
お
祝
い
と
さ
れ

た
。

全
校
児
童
は
体
育
館
で
、

発
声
練
習
や
、「
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
」、

「
は
じ
ま
り
の
コ
ラ
ソ

ン
」、「
ザ
・
ワ
ン
」
等

す
て
き
な
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
た
、
記
念
ソ
ン
グ
、

校
歌
を
大
合
唱
し
楽
し

い
ひ
と
時
を
共
有
し
た
。

　

写
真
左
か
ら
叶
高
さ

ん
、
叶
あ
り
さ
さ
ん
、

叶
正
子
さ
ん
、
吉
村
勇

一
さ
ん
。

公
益
社
団
法
人
川
口

法
人
会
（
会
長
＝
村
石

政
彦
さ
ん
）
の
第
四
支

部
（
支
部
長=
小
林
和

八
さ
ん
）
主
催
の
社
会

貢
献
活
動
が
２
月
14
日
、

Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
映
像

ホ
ー
ル
で「
は
な
わ
ト
ー

ク
ラ
イ
ブ
」
を
開
催
し

た
。お

笑
い
タ
レ
ン
ト
＆

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の「
は

な
わ
」
さ
ん
の
質
疑
応

答
で
の
談
話
か
ら
始
ま

り
、「
伝
説
の
男
～
ビ
バ
・

ガ
ッ
ツ
～
」「
お
義
父
さ

ん
」「
埼
玉
県
の
う
た
」、

２
０
０
３
年
大
ヒ
ッ
ト

し
た
「
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
・
佐

賀
県
」、
映
画
「
翔
ん
で

埼
玉
～
琵
琶
湖
よ
り
愛

を
こ
め
て
～
」
の
主
題

歌
を
歌
い
、
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
と
な
っ
た
。

写
真
提
供
：
小
林
さ
ん

新郷小でサーカスコンサート

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

３
月
12
日
、
武
南
交

通
安
全
協
会
（
会
長
＝

中
山
久
仁
夫
さ
ん
）
は
、

新
１
年
生
に
ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
贈
呈
式
を
東

本
郷
小
学
校
（
校
長
＝

朝
倉
伸
行
さ
ん
）で
行
っ

た
。

　

朝
倉
伸
行
校
長
は

「
直
々
に
カ
バ
ー
を
頂
け

た
こ
と
に
感
激
で
す
。

新
１
年
生
54
名
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
」
と
話
さ
れ
た
。

　

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

な
ど
は
、
武
南
署
管
内

す
べ
て
の
小
学
校
に
贈

呈
さ
れ
る
。

　

カ
バ
ー
に
は
、「
み
ぎ

ひ
だ
り
・
よ
く
み
て
手

を
あ
げ
・
わ
た
り
ま
し
ょ

う
」「
こ
う
つ
う
あ
ん
ぜ

ん
」「
武
南
警
察
署
・
武

南
交
通
安
全
協
会
」
と

書
か
れ
て
い
る
。

　

ま
た
ク
レ
ヨ
ン
し
ん

ち
ゃ
ん
の
反
射
ス
ト

ラ
ッ
プ
と
、「
ま
も
ろ
う

ね
６
つ
の
お
や
く
そ
く
」

の
冊
子
も
贈
ら
れ
た
。

　写真左から、交通課の高橋絵里さん、朝倉校長、中山さん

　

本
蓮
町
会
（
町
会
長

＝
中
山
久
仁
夫
さ
ん
）

は
、
１
月
20
日
と
21
日

の
２
日
間
に
わ
た
り
、

同
町
会
会
館
で
、
子
供

会
（
会
長
＝
安
岡
晴
美

さ
ん
）
主
催
の
「
書
初

め
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

書
初
め
展
第
25
回
受

賞
者

▼
町
会
長
賞
（
金
賞
）

＝
鈴
木
結
葉
（
小
６
・

周
事
）
▼
川
口
市
議
会

議
員
賞
＝
蓮
沼
仁
香（
小

６
・
周
事
）
▼
新
郷
支

所
長
賞
＝
新
井
心
菜（
小

２
・
周
事
）
▼
新
郷
公

民
館
長
賞
＝
平
林
奏
哉

（
小
４
・
周
事
）
▼
新
郷

南
公
民
館
長
賞
＝
三
木

惺
羽
（
小
５
・
周
事
）

▼
新
郷
新
聞
社
賞
＝
五

味
渕
文
果（
小
３
・
周
事
）

▼
子
供
会
会
長
賞
＝
山

口
祐
実
（（
小
４
・
本
郷
）

▼
文
化
厚
生
部
長
賞
＝

一
瀬
桃
花
（
小
１
・
蓮

沼
）▼
町
会
長
賞（
銀
賞
）

＝
笹
沼
湊（
小
３
・
蓮
沼
）

下
田
明
佳
（
小
５
・
周

事
）
▼
町
会
長
賞
（
銅

賞
）＝
佐
藤
都
妃（
小
１
・

周
事
）田
村
紗
弓（
小
３
・

周
事
）
伊
藤
瞳
（
小
６
・

曲
輪
）。
他
賞
省
略
。

　

敬
称
略
。　

本
蓮
町
会

　
書
初
め
展

井
）
◇
３
位
＝
工
藤
定

司
（
赤
井
）
◇
４
位
＝

富
澤
正
之
（
高
畑
）
◇

５
位
＝
阿
部
正
幸
（
榛

松
）。
特
別
賞
＝
根
本
敏

男
（
本
蓮
）・
三
井
宏
次

郎
（
赤
井
）。

★
女
子
◇
優
勝
＝
坪
井

久
子
（
本
蓮
）
◇
準
優

勝
＝
原
カ
ツ
子
（
赤
井
）

◇
３
位
＝
星
野
和
子（
赤

井
）
◇
４
位
＝
岩
野
冨

美
子
（
赤
井
）
◇
５
位

＝
西
澤
幸
子
（
赤
井
）。

特
別
書
＝
今
井
澄
子（
赤

井
）。
敬
称
略
。


